
会
の
二
本
柱
、午
後
開
催
が
決
定
さ
れ
た
。

　
実
施
に
当
た
っ
て
は
、基
本
的
に
各
班

を
単
位
に
組
織
を
編
成
し
、
実
施
す
る

こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、南
部
支
部
幹
事

を
各
班
の
担
当
部
会
に
所
属
さ
せ
各
部

会
相
互
や
、
県
担
当
者
と
の
意
思
の
疎

通
を
円
滑
に
密
に
行
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
総
会
終
了
後
の
反
省
と
し
て
、「
概
ね

良
好
に
実
施
で
き
た
」と
の
感
想
が
多
か

っ
た
。
講
演
会
等
総
会
の
内
容
に
つ
い

て
は
県
会
報
八
月
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

◆
現
職
・
退
職
校
長
北
足
立
南
部
支
部

　
教
育
推
進
協
議
会
準
備
会
開
催

　
七
月
一
日
㈮
川
口
市
立
並
木
公
民
館

に
お
い
て
南
部
教
育
事
務
所
副
所
長
石

渡
知
樹
様
を
は
じ
め
各
会
の
代
表
者
、

南
部
支
部

幹
事
が
参

加
し
、
教

育
推
進
協

議
会
準
備

会
を
開
催
、

左
記
の
事

項
が
決
定

さ
れ
た
。

参
加
者
　
現
職
小
中
学
校
長
・
四
十
名

　
　
　
　
退
職
校
長
・
三
十
名

テ
ー
マ
「
現
下
教
育
の
諸
課
題
」

提
　
案
　
三
名（
各
校
長
会
よ
り
一
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
和
田
悦
男
）

◆
北
足
立
南
部
支
部
定
期
総
会

　
　
コ
ロ
ナ
対
策
広
い
会
場
で
開
催

　
去
る
五
月
十
二
日
㈭
令
和
四
年
度
定

期
総
会
が
川
口
市
立
並
木
公
民
館
の
例

年
よ
り
広
い
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
南
部
教
育

事
務
所
長
島
宗
央
様
、

川
口
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
部
長
中
川
猛
様
、

南
部
小
学
校
長
会
長
岩

田
直
代
様
、
中
学
校
長

会
長
山
根
明
様
は
じ
め

多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様

の
御
臨
席
の
も
と
、
一

堂
に
会
し
て
の
久
々
の

総
会
と
な
っ
た
。

　
本
年
は
、
役
員
改
選
の
年
で
は
な
く

主
な
役
員
は
留
任
。
諸
行
事
等
は
親
睦

旅
行
を
除
い
て
例
年
通
り
の
予
定
。
詳

細
は
総
会
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。

◆
埼
玉
県
退
職
校
長
会
総
会

　
川
口
文
化
セ
ン
タ
ー
リ
リ
ア
で
開
催

　
六
月
三
日
㈮
埼
玉
県
退
職
校
長
会
総

会
は
平
成
二
十
四
年
度
以
来
、
十
年
ぶ

り
に
南
部
支
部
の
担
当
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

　
開
催
に
当
た
っ

て
は
、
前
回
同
様
、

川
口
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
う
こ
と
が
支

部
役
員
の
総
意
を

元
に
決
定
さ
れ
た
。

　
開
催
要
項
と
し

て
、
総
会
と
講
演

第 50号 埼玉県退職校長会北足立南部支部会報 （6）(1) 埼玉県退職校長会北足立南部支部会報 第 60号

　
埼
玉
県
退
職

校
長
会
北
足
立

南
部
支
部
の
総

会
を
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
る

こ
と
か
ら
、
感
染
症
対
策
を
取
り
な
が

ら
、
五
月
十
二
日
に
三
年
ぶ
り
に
多
く

の
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
対
面
形

式
で
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員

同
士
の
交
流
が
図
ら
れ
る
中
、
総
会
を

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
度
の
会
員
数
は
、
川
口
班

二
二
七
名
、
蕨
・
戸
田
班
七
七
名
、
草

加
班
九
八
名
、
朝
霞
班
一
一
一
名
、
合

計
五
一
三
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
度
は
多
く
の
事
業
が
中
止

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
中
、
令
和
四
年

度
埼
玉
県
退
職
校
長
会
定
期
総
会
が
北

足
立
南
部
支
部
の
担
当
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
埼
玉
県
退
職
校
長
会
定
期

総
会
も
二
年
続
け
て
の
書
面
表
決
と
な

っ
て
お
り
、
総
会
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
か

ら
始
め
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
は
、
懇

親
会
・
美
術
展
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

除
き
、
午
後
の
総
会
と
い
う
こ
と
で
、

十
年
前
の
総
会
と
異
な
り
簡
素
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
副
支
部
長
で
あ
る
各
班
の
会
長
を

中
心
に
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま

し
た
。

　
令
和
四
年
に
入
り
埼
玉
県
退
職
校
長

会
の
幹
事
の
皆
様
に
は
、
各
役
割
ご
と

の
き
め
細
か
な
ご
指
示
を
い
た
だ
く
中
、

実
行
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

六
月
三
日
の
定
期
総
会
を
予
定
通
り

「
リ
リ
ア
音
楽
ホ
ー
ル
」
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
束
力
は

さ
す
が
校
長
経
験
者
の
集
団
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
旧
交
を
温
め
る
姿
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
様
子
を
見
る
と
き
、「
懇
親
会

が
…
」
と
い
う
思
い
が
頭
を
よ
ぎ
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
場
の
確

保
や
費
用
の
面
や
準
備
を
考
え
た
と
き

「
や
っ
ぱ
り
懇
親
会
は
…
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
十
月
に
は
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
が
深
谷
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
が
、
一
日
も
早
く
マ
ス
ク
が
取
れ
て
、

大
会
を
含
め
令
和
四
年
度
の
事
業
が
従

前
の
よ
う
に
実
施
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

手
県
大
会
で
優
勝
す
る
活
躍
を
し
た
。

　
高
校
入
学
後
も
成
長
期
が
続
い
た
。

大
船
渡
高
校
三
年
夏
の
県
大
会
決
勝
の

時
に
は
、
登
板
機
会
の
な
い
ま
ま
敗
退

し
、
甲
子
園
出
場
を
逃
し
た
。
準
決
勝

か
ら
の
連
投
に
よ
る
故
障
リ
ス
ク
を
考

慮
し
た
監
督
の
判
断
に
、
佐
々
木
投
手

は
泣
き
は
ら
し
た
目
で
「
す
ご
く
あ
り

が
た
い
こ
と
。
そ
の
分
、
将
来
活
躍
し

な
き
ゃ
と
思
う
」
と
誓
っ
た
。
震
災
以

降
を
「
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
支
え
が

あ
っ
て
野
球
に
打
ち
込
め
て
い
る
。
感

謝
し
か
な
い
」
と
語
っ
た
。
監
督
は
高

校
入
学
後
か
ら
佐
々
木
投
手
の
探
求
心

と
芯
の
強
さ
に
感
心
し
て
お
り
、
成
長

は
本
人
の
努
力
と
み
る
と
の
こ
と
。

　
大
震
災
で
「
今
あ
る
も
の
は
当
た
り

前
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
残
酷
な
現
実
を

小
学
生
に
し
て
思
い
知
っ
た
佐
々
木
投

手
が
、
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
背
景
に
は

本
人
の
弛
み
無
い
努
力
は
勿
論
の
こ
と
、

家
族
や
多
く
の
理
解
者
・
協
力
者
に
恵

ま
れ
、
支
え
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

指
導
者
た
ち
が
先
を
見
据
え
た
育
成
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　
子
ど
も
の
長
所
を
見
抜
き
、
大
切
に

育
み
、
成
長
を
後
押
し
し
て
、
焦
ら
ず

じ
っ
く
り
と
育
て
る
こ
と
、
未
来
を
見

据
え
計
画
的
に
育
成
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。

班

だ

よ

り

　
プ
ロ
野
球
の

佐
々
木
朗
希
投

手
が
本
年
四
月

十
日
に
完
全
試

合
を
二
十
歳
五

か
月
の
史
上
最
年
少
で
達
成
し
た
。

　
小
学
三
年
生
の
時
、
東
日
本
大
震
災

で
父
と
祖
父
母
を
失
い
、
自
宅
も
流
さ

れ
る
な
ど
の
様
々
な
苦
難
を
乗
り
越
え
、

才
能
を
開
花
さ
せ
た
。
野
球
は
小
学
三

年
生
か
ら
始
め
、
父
の
意
思
を
継
い
だ

三
歳
上
の
兄
か
ら
指
導
を
受
け
た
こ
と

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
中
学
時
代
に
は
身
長
が
二
十
セ
ン
チ

以
上
も
伸
び
て
故
障
に
苦
し
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
所
属
野
球
チ
ー
ム
が
岩

　
三
年
ぶ
り
の
対
面
で
の
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
退
職
校
長
会
北
足
立
南
部
支
部
　
支
部
長
　
神
山
　
則
幸

支

部

だ

よ

り
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会
報

（
題
字
　
支
部
長
　
神
山
則
幸
）

令和 ４ 年８月 1 日

第 60 号

発行者

神 山 則 幸

川
口
班

　
去
る
五
月
七
日
㈯
フ
レ
ン
デ
ィ
ア
で

三
年
ぶ
り
に
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
懇
親
会
は
せ
ず
、
五
十
名
以
上

の
参
加
を
得
て
有
意
義
な
総
会
が
開
か

れ
、
今
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
活
動
の
概
要
を
記
し
ま
す
。

《
行
事
》

①
親
睦
旅
行
…
九
月
頃
実
施
予
定
。

②
文
学
散
歩
…
十
月
二
十
八
日
、
寛
永

　
寺
〜
根
津
神
社
〜
漱
石
旧
居
跡
〜
森

　
鴎
外
記
念
館
〜
本
行
寺
界
隈
を
散
策
。

③
美
術
展
…
今
年
度
は
中
止
。

《
ク
ラ
ブ
》

①
俳
句
の
集
い
…
年
四
回
の
句
会
「
四

　
季
を
詠
む
」
を
開
催
。
句
集
発
刊
。

②
健
康
教
室
…
ヘ
ル
シ
ー
料
理
↓
中
止

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
↓
別
所
沼
公
園
周
辺
。

③
盆
栽
教
室
…
盆
栽
展
の
鑑
賞
教
室
と

　
十
月
三
十
日
盆
栽
の
植
え
替
え
。

④
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
…
四
月
十
四
日
コ
ン

　
ペ
実
施
。
六
・
十
・
十
二
月
は
未
定
。

⑤
写
真
ク
ラ
ブ
…
撮
影
会
は
年
二
回
。

　
撮
影
会
後
は
研
究
会
を
開
催
。

⑥
絵
画
ク
ラ
ブ
…
年
六
回
の
写
生
会
と

　
そ
の
後
楽
し
い
鑑
賞
会
を
開
催
。

⑦
英
会
話
ク
ラ
ブ
…
年
一
〜
二
回
実
施
。

　
自
然
と
触
れ
あ
う
英
会
話
と
世
界
の

　
あ
と
が
き

　
北
足
立
南
部
支
部
会
報「
か
け
は
し
」

第
六
十
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ご
多
用
の
中
、
玉
稿
を
賜
り
ま
し
た

各
位
に
衷
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
編
集
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
會

田
昭
副
部
長
、
柿
﨑
勲
氏
、
林
俊
幸
氏

の
四
名
と
編
集
担
当
幹
事
の
松
田
裕
之

氏
が
中
心
と
な
っ
て
当
た
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
県
退
職
校
長
会
で

は
Ｈ
Ｐ
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
し
て
、

松
田
幹
事
に
は
各
班
の
Ｈ
Ｐ
担
当
者
と

連
携
し
て
、
更
新
や
充
実
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。（
羽
富
　
正
晃
）

　
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
の
英
会
話

《
広
報
》

◎
会
報
『
柏
樹
』
…
七
月
と
二
月
の
年

　
二
回
発
行
。
様
々
な
話
題
が
満
載
。

《
学
校
支
援
体
制
の
充
実
》

◇
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
い

　
つ
つ
、
出
来
る
限
り
の
支
援
を
し
て

　
ま
い
り
ま
す
。

《
追
伸
》

◇
コ
ロ
ナ
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が

　
状
況
を
見
定
め
な
が
ら
積
極
的
に
活

　
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
加
藤
行
雄
）

　
子
ど
も
の
成
長
を
大
切
に
育
む
指
導
・
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
霞
班
　
中
村
　
親
彦

（
7
／

10
現
在
）

斉
藤
　
和
雄
様 

（
川
口
）　
　 

八
十
九
歳

  3/
   18
  12/
   22
  11/
   29

深
野
　
　
章
様 

（
川
口
）　
　 

九
十
三
歳

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

富
山
　
照
久
様 

（
朝
霞
）　
　 

九
十
四
歳
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幼
保
小
中
を
一
貫
し
た

　
　
　
　
　
　
草
加
の
教
育

　
　
　
　
草
加
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
好
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
ひ
と
り
が
、

夢
や
志
を
持
ち
、
よ
さ
や
可
能
性
を
伸

ば
し
な
が
ら
、
自
ら
人
生
を
切
り
拓
い

て
い
け
る
よ
う
、
本
市
で
は
幼
保
小
中

を
一
貫
し
た
教
育
を
通
し
て
「
自
ら
学

び
、
心
豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
」

子
ど
も
（
目
指
す
「
草
加
っ
子
」）
を

育
ん
で
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
幼
保
小
中
を
一
貫

し
た
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
３
つ
の

具
体
的
な
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

目
指
す
子
ど
も
像
の
共
有

　
本
市
に
は
11
の
中
学
校
区
が
あ
り
ま

す
。
各
中
学
校
区
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
実
態
や
目
指
す
「
草
加
っ
子
」
等
を

踏
ま
え
て
中
学
校
卒
業
ま
で
に
育
成
を

目
指
す
子
ど
も
像
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
指
す
子
ど
も
像
を
幼
保
小
中

と
家
庭
・
地
域
が
共
有
す
る
こ
と
で
、

同
じ
目
標
に
向
け
て
子
ど
も
た
ち
を
育

ん
で
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

15
年
間
を
通
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成

　
市
内
の
幼
保
小
中
は
、
目
指
す
子
ど

も
像
を
実
現
す
る
た
め
、
年
齢
・
学
年

間
の
つ
な
が
り
や
教
科
等
間
の
つ
な
が
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り
を
踏
ま
え
た
、
15
年
間
を
通
じ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
・
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
幼
保
等
で
は
ア
プ
ロ
ー
チ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
小
学
校
で
は
ス

タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
、

幼
保
小
の
円
滑
な
接
続
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
『
草
加
市
幼
保
小
中

一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
』『
草
加
市
幼
保

小
中
一
貫
教
育
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』

等
の
資
料
を
作
成
し
、
活
用
方
法
を
周

知
す
る
こ
と
で
、
各
幼
保
小
中
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

一
貫
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
づ
く
り

　
幼
保
小
中
が
力
を
合
わ
せ
て
教
育
・

保
育
を
進
め
る
に
は
、
お
互
い
の
教
育

活
動
へ
の
理
解
と
気
兼
ね
な
く
連
絡
・

相
談
で
き
る
信
頼
関
係
が
必
要
で
す
。

　
本
市
で
は
、
中
学
校
区
ご
と
に
幼
保

小
中
が
協
議
す
る
「
子
ど
も
教
育
連
絡

協
議
会
」
を
核
に
、
夏
季
休
業
中
の
合

同
研
修
会
や
入
学
・
進
学
後
の
授
業
参

観
な
ど
を
通
し
て
、
一
貫
教
育
に
ふ
さ

わ
し
い
組
織
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
は
先
人
の
ご
尽
力
に
よ
り
時

を
か
け
培
わ
れ
て
き
た
幼
保
小
中
連
携

の
基
盤
が
あ
り
、
こ
の
10
年
間
の
取
組

に
よ
り
、
幼
保
小
中
の
絆
は
よ
り
確
か

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
絆
が
、

本
市
教
育
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

   

新  

会  

員  

短  

信

感
じ
て
い
ま
す
。
汲
々
と
し
て
対
応
す

る
こ
と
も
な
く
、
お
お
ら
か
な
気
持
ち

で
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　
経
験
豊
か
な
教
職
人
生

　
蕨
・
戸
田
班

　
鈴
木

　
研
二

　
去
年
の
三
月
で
無
事
に
定
年
退
職
を

迎
え
ら
れ
、
今
年
度
は
再
任
用
校
長
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
教
職
人
生
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
初
任
か
ら
十
年
間

は
、
校
内
暴
力
が
吹
き
荒
れ
た
時
代
を

経
験
し
、
そ
の
後
プ
ラ
ハ
日
本
人
学
校

に
三
年
間
勤
務
し
、
初
め
て
研
究
主
任

や
教
務
主
任
を
務
め
ま
し
た
。
帰
国
後

間
も
な
く
戸
田
市
教
育
委
員
会
に
合
計

十
年
間
勤
務
し
、
最
後
は
教
育
部
長
と

し
て
市
議
会
本
会
議
で
冷
や
汗
を
か
き

な
が
ら
答
弁
し
た
苦
い
経
験
が
あ
り
ま

す
。
よ
う
や
く
学
校
現
場
に
戻
る
と
、

小
中
施
設
一
体
型
新
校
舎
で
の
勤
務
、

最
新
の
施
設
設
備
の
も
と
、
教
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
き
ま
し
た
。
文

科
大
臣
や
有
名
企
業
の
ト
ッ
プ
の
方
々

が
視
察
に
よ
く
来
校
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
子
供
た
ち
の
未
来
を
見
据

え
た
教
育
を
全
力
で
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

　
多
く
の
笑
顔
に
出
合
っ
た
教
員
生
活

　
川
口
班
　
清
水
　
健
治

　
学
び
舎
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
元
気
い

っ
ぱ
い
の
声
が
響
き
わ
た
り
、
子
ど
も

た
ち
を
は
じ
め
多
く
の
人
た
ち
の
笑
顔

が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
た
学
校
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

拡
大
に
よ
っ
て
、
人
と
し
て
の
「
つ
よ

さ
」
と
「
や
さ
し
さ
」
が
試
さ
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
た
い
へ
ん
な
時
期
を
経
験

し
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
で
は
全
く

意
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
識

し
、
様
様
な
制
限
の
中
、
新
た
な
ル
ー

ル
を
守
り
し
っ
か
り
と
学
校
生
活
を

送
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。
数
多
く
の

素
晴
ら
し
い
思
い
出
が
勤
務
し
た
各
学

校
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
在
任
中
は
、
公
私
に
わ
た
り
多
く
の

方
方
に
助
け
ら
れ
、
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
顧
客
は
十
年
後
の
彼
ら

　
草
加
班
　
中
村
　
常
雄

　
私
は
、
あ
る
校
長
先
生
の
次
の
言
葉

を
学
校
経
営
に
生
か
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
教
師
と
い
う
職
業
は
サ
ー

ビ
ス
業
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

私
た
ち
教
師
は
、
普
通
の
サ
ー
ビ
ス
業

　
六
人
の
教
え
子

　
川
口
班
　
熊
谷
　
茂
樹

　
今
の
学
校
教
育
の
課
題
は
何
か
。
学

力
向
上
で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
で

も
な
い
。
教
育
基
本
法
第
一
条
の
堅
持

で
あ
る
。
こ
こ
を
蔑
ろ
に
し
て
何
の
学

校
教
育
か
。
教
師
も
子
供
達
も
互
い
の

顔
を
知
ら
な
い
う
ち
に
卒
業
し
て
い
く
。

対
面
授
業
を
大
切
に
し
よ
う
。「
お
は

よ
う
」
か
ら
「
さ
よ
う
な
ら
」
ま
で
の

子
供
達
と
の
生
活
を
大
切
に
し
よ
う
。

近
い
将
来
の
納
税
者
と
な
る
子
供
達
に

お
金
を
か
け
な
い
政
策
が
続
く
。
選
挙

に
行
き
な
さ
い
。
こ
う
い
う
こ
と
を
初

任
者
達
と
話
し
て
い
る
と
き
が
一
番
充

実
し
て
い
る
。
六
人
の
若
者
の
指
導
教

官
と
し
て
、机
上
の
空
論
で
な
く
、リ
ア

リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
指
導
が
で
き
な
い
か

と
日
々
考
え
て
い
る
。
個
性
あ
る
六
人

の
担
任
と
し
て
明
日
も
学
校
へ
い
く
。

　「
初
心
」
を
忘
れ
ず
に

　
草
加
班
　
今
泉
　
正
之

　
昨
年
度
末
に
無
事
、
定
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
社
会
科
教
員
と

し
て
二
十
八
年
間
、
小
中
学
校
の
教
頭
、

校
長
と
し
て
十
年
間
に
お
世
話
に
な
っ

た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
再
任
用
教
員
と
し
て
初
め
て

の
特
別
支
援
学
級
担
任
と
し
て
再
ス
タ

ー
ト
を
き
り
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。
着
任
し
た
の
は
、
自
分
が

初
任
者
、
中
堅
教
員
と
し
て
過
去
二
回

着
任
し
た
中
学
校
で
、
昭
和
、
平
成
、

そ
し
て
令
和
の
三
つ
の
時
代
で
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
校
舎
を
歩
い

て
い
る
と
、
過
去
の
生
徒
の
顔
や
先
生

方
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
の
教
員
と
し
て
の
自
分

を
育
ん
で
く
れ
た
学
校
で
、
世
阿
弥
の

言
う
三
つ
の
「
初
心
」
を
忘
れ
ず
、
学

校
、
地
域
、
そ
し
て
生
徒
の
た
め
に
研

鑽
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、「
挑
戦
」

　
朝
霞
班

　
橋
本

　
真

　
昨
年
度
末
に
定
年
退
職
し
、
現
在
は

和
光
市
立
第
二
中
学
校
で
再
任
用
校
長

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
、
現
任
校
で

は
す
ば
ら
し
い
教
職
員
に
囲
ま
れ
、
四

年
目
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
学
校
経
営
方
針
は
、

「
笑
顔
が
溢
れ
何
事
に
も
挑
戦
す
る
学

校
」
で
す
。
当
初
の
職
員
会
議
や
始
業

式
、
入
学
式
で
も
生
徒
、
保
護
者
、
教

職
員
に
「
笑
顔
」
と
「
挑
戦
」
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
日
々
の
授
業
に
真

剣
に
臨
み
、
学
校
行
事
や
部
活
動
が
充

実
し
、
自
分
の
可
能
性
に
挑
戦
し
よ
う

と
い
う
意
欲
が
湧
い
て
く
る
学
校
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
校
長
一
人
の
力
で

は
及
び
ま
せ
ん
。
総
力
を
挙
げ
て
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

挑
戦
す
る
と
い
う
喜
び
を
か
み
し
め
な

が
ら
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
鮮
な
日
々　

川
口
班
　
貫
井
　
友
宣

　
昨
年
度
末
に
定
年
退
職
し
、
現
在
は

市
立
教
育
研
究
所
で
教
育
相
談
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
適
応
指

導
教
室
を
担
当
し
、
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
通
室
し
て
く
る
児
童
生
徒
の
活
動

を
支
援
し
な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し
く
学

ん
で
い
ま
す
。

　
十
一
年
ぶ
り
に
授
業
を
通
し
て
子
供

た
ち
と
直
接
関
わ
り
、
教
育
相
談
員
と

い
う
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
長
年
、

子
供
た
ち
の
成
長
・
変
容
を
楽
し
み
に

教
師
と
し
て
勤
め
て
き
た
こ
と
を
思
い

出
し
な
が
ら
新
鮮
な
日
々
を
噛
み
し
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
三
月
ま
で
と
違
っ
て
、
時
間

の
流
れ
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
と
強
く

と
は
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
普

通
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
場
合
は
、
顧
客
の

望
む
も
の
全
て
を
提
供
す
る
わ
け
で
す

が
、
私
た
ち
教
師
は
、
生
徒
が
望
ん
で

も
提
供
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
反

対
に
、
生
徒
が
望
ま
な
く
て
も
提
供
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
が
、
将
来
、

困
ら
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
の
が
、
提

供
す
る
か
否
か
の
基
準
で
す
。
顧
客
は

十
年
後
の
彼
ら
。
つ
ま
り
、
未
来
の
彼

ら
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い
て
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
退
職
し
た
今
、
未
来
に
生
き
る
生
徒

の
輝
か
し
い
成
長
ぶ
り
を
し
っ
か
り
と

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一 

期 

一 

会　
川
口
班
　
石
井
　
宏
明

　
四
月
よ
り
「
大
貫
海
浜
学
園
」
副

園
長
の
職
を
拝
命
し
、
あ 

明
る
く 

い 

い
き
い
き 

う 

海
浜
の
体
験 

え 

笑
顔

あ
ふ
れ
る 

お 

大
貫
海
浜
学
園
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
管
理
、
運
営
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
日
帰
り
と
は
い
え
、
毎
日
、
各
学
校

の
子
供
た
ち
や
校
長
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
先
生
方
を
迎
え
、
ふ
れ
あ

え
る
の
は
、
新
鮮
で
あ
り
、「
人
」
が

大
好
き
な
私
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
い

喜
び
で
も
あ
り
ま
す

○

○

○

○

○
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幼
保
小
中
を
一
貫
し
た

　
　
　
　
　
　
草
加
の
教
育

　
　
　
　
草
加
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
好
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
ひ
と
り
が
、

夢
や
志
を
持
ち
、
よ
さ
や
可
能
性
を
伸

ば
し
な
が
ら
、
自
ら
人
生
を
切
り
拓
い

て
い
け
る
よ
う
、
本
市
で
は
幼
保
小
中

を
一
貫
し
た
教
育
を
通
し
て
「
自
ら
学

び
、
心
豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
」

子
ど
も
（
目
指
す
「
草
加
っ
子
」）
を

育
ん
で
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
幼
保
小
中
を
一
貫

し
た
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
３
つ
の

具
体
的
な
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

目
指
す
子
ど
も
像
の
共
有

　
本
市
に
は
11
の
中
学
校
区
が
あ
り
ま

す
。
各
中
学
校
区
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
実
態
や
目
指
す
「
草
加
っ
子
」
等
を

踏
ま
え
て
中
学
校
卒
業
ま
で
に
育
成
を

目
指
す
子
ど
も
像
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
指
す
子
ど
も
像
を
幼
保
小
中

と
家
庭
・
地
域
が
共
有
す
る
こ
と
で
、

同
じ
目
標
に
向
け
て
子
ど
も
た
ち
を
育

ん
で
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

15
年
間
を
通
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成

　
市
内
の
幼
保
小
中
は
、
目
指
す
子
ど

も
像
を
実
現
す
る
た
め
、
年
齢
・
学
年

間
の
つ
な
が
り
や
教
科
等
間
の
つ
な
が
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り
を
踏
ま
え
た
、
15
年
間
を
通
じ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
・
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
幼
保
等
で
は
ア
プ
ロ
ー
チ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
小
学
校
で
は
ス

タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
、

幼
保
小
の
円
滑
な
接
続
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
『
草
加
市
幼
保
小
中

一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
』『
草
加
市
幼
保

小
中
一
貫
教
育
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』

等
の
資
料
を
作
成
し
、
活
用
方
法
を
周

知
す
る
こ
と
で
、
各
幼
保
小
中
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

一
貫
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
づ
く
り

　
幼
保
小
中
が
力
を
合
わ
せ
て
教
育
・

保
育
を
進
め
る
に
は
、
お
互
い
の
教
育

活
動
へ
の
理
解
と
気
兼
ね
な
く
連
絡
・

相
談
で
き
る
信
頼
関
係
が
必
要
で
す
。

　
本
市
で
は
、
中
学
校
区
ご
と
に
幼
保

小
中
が
協
議
す
る
「
子
ど
も
教
育
連
絡

協
議
会
」
を
核
に
、
夏
季
休
業
中
の
合

同
研
修
会
や
入
学
・
進
学
後
の
授
業
参

観
な
ど
を
通
し
て
、
一
貫
教
育
に
ふ
さ

わ
し
い
組
織
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
は
先
人
の
ご
尽
力
に
よ
り
時

を
か
け
培
わ
れ
て
き
た
幼
保
小
中
連
携

の
基
盤
が
あ
り
、
こ
の
10
年
間
の
取
組

に
よ
り
、
幼
保
小
中
の
絆
は
よ
り
確
か

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
絆
が
、

本
市
教
育
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

   

新  

会  

員  

短  

信

感
じ
て
い
ま
す
。
汲
々
と
し
て
対
応
す

る
こ
と
も
な
く
、
お
お
ら
か
な
気
持
ち

で
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　
経
験
豊
か
な
教
職
人
生

　
蕨
・
戸
田
班
　
鈴
木
　
研
二

　
去
年
の
三
月
で
無
事
に
定
年
退
職
を

迎
え
ら
れ
、
今
年
度
は
再
任
用
校
長
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
教
職
人
生
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
初
任
か
ら
十
年
間

は
、
校
内
暴
力
が
吹
き
荒
れ
た
時
代
を

経
験
し
、
そ
の
後
プ
ラ
ハ
日
本
人
学
校

に
三
年
間
勤
務
し
、
初
め
て
研
究
主
任

や
教
務
主
任
を
務
め
ま
し
た
。
帰
国
後

間
も
な
く
戸
田
市
教
育
委
員
会
に
合
計

十
年
間
勤
務
し
、
最
後
は
教
育
部
長
と

し
て
市
議
会
本
会
議
で
冷
や
汗
を
か
き

な
が
ら
答
弁
し
た
苦
い
経
験
が
あ
り
ま

す
。
よ
う
や
く
学
校
現
場
に
戻
る
と
、

小
中
施
設
一
体
型
新
校
舎
で
の
勤
務
、

最
新
の
施
設
設
備
の
も
と
、
教
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
き
ま
し
た
。
文

科
大
臣
や
有
名
企
業
の
ト
ッ
プ
の
方
々

が
視
察
に
よ
く
来
校
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
子
供
た
ち
の
未
来
を
見
据

え
た
教
育
を
全
力
で
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

　
多
く
の
笑
顔
に
出
合
っ
た
教
員
生
活

　
川
口
班

　
清
水

　
健
治

　
学
び
舎
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
元
気
い

っ
ぱ
い
の
声
が
響
き
わ
た
り
、
子
ど
も

た
ち
を
は
じ
め
多
く
の
人
た
ち
の
笑
顔

が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
た
学
校
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

拡
大
に
よ
っ
て
、
人
と
し
て
の
「
つ
よ

さ
」
と
「
や
さ
し
さ
」
が
試
さ
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
た
い
へ
ん
な
時
期
を
経
験

し
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
で
は
全
く

意
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
識

し
、
様
様
な
制
限
の
中
、
新
た
な
ル
ー

ル
を
守
り
し
っ
か
り
と
学
校
生
活
を

送
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。
数
多
く
の

素
晴
ら
し
い
思
い
出
が
勤
務
し
た
各
学

校
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
在
任
中
は
、
公
私
に
わ
た
り
多
く
の

方
方
に
助
け
ら
れ
、
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
顧
客
は
十
年
後
の
彼
ら

　
草
加
班

　
中
村

　
常
雄

　
私
は
、
あ
る
校
長
先
生
の
次
の
言
葉

を
学
校
経
営
に
生
か
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
教
師
と
い
う
職
業
は
サ
ー

ビ
ス
業
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

私
た
ち
教
師
は
、
普
通
の
サ
ー
ビ
ス
業

　
六
人
の
教
え
子

　
川
口
班

　
熊
谷

　
茂
樹

　
今
の
学
校
教
育
の
課
題
は
何
か
。
学

力
向
上
で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
で

も
な
い
。
教
育
基
本
法
第
一
条
の
堅
持

で
あ
る
。
こ
こ
を
蔑
ろ
に
し
て
何
の
学

校
教
育
か
。
教
師
も
子
供
達
も
互
い
の

顔
を
知
ら
な
い
う
ち
に
卒
業
し
て
い
く
。

対
面
授
業
を
大
切
に
し
よ
う
。「
お
は

よ
う
」
か
ら
「
さ
よ
う
な
ら
」
ま
で
の

子
供
達
と
の
生
活
を
大
切
に
し
よ
う
。

近
い
将
来
の
納
税
者
と
な
る
子
供
達
に

お
金
を
か
け
な
い
政
策
が
続
く
。
選
挙

に
行
き
な
さ
い
。
こ
う
い
う
こ
と
を
初

任
者
達
と
話
し
て
い
る
と
き
が
一
番
充

実
し
て
い
る
。
六
人
の
若
者
の
指
導
教

官
と
し
て
、机
上
の
空
論
で
な
く
、リ
ア

リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
指
導
が
で
き
な
い
か

と
日
々
考
え
て
い
る
。
個
性
あ
る
六
人

の
担
任
と
し
て
明
日
も
学
校
へ
い
く
。

　「
初
心
」
を
忘
れ
ず
に

　
草
加
班

　
今
泉

　
正
之

　
昨
年
度
末
に
無
事
、
定
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
社
会
科
教
員
と

し
て
二
十
八
年
間
、
小
中
学
校
の
教
頭
、

校
長
と
し
て
十
年
間
に
お
世
話
に
な
っ

た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
再
任
用
教
員
と
し
て
初
め
て

の
特
別
支
援
学
級
担
任
と
し
て
再
ス
タ

ー
ト
を
き
り
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。
着
任
し
た
の
は
、
自
分
が

初
任
者
、
中
堅
教
員
と
し
て
過
去
二
回

着
任
し
た
中
学
校
で
、
昭
和
、
平
成
、

そ
し
て
令
和
の
三
つ
の
時
代
で
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
校
舎
を
歩
い

て
い
る
と
、
過
去
の
生
徒
の
顔
や
先
生

方
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
の
教
員
と
し
て
の
自
分

を
育
ん
で
く
れ
た
学
校
で
、
世
阿
弥
の

言
う
三
つ
の
「
初
心
」
を
忘
れ
ず
、
学

校
、
地
域
、
そ
し
て
生
徒
の
た
め
に
研

鑽
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、「
挑
戦
」

　
朝
霞
班

　
橋
本

　
真

　
昨
年
度
末
に
定
年
退
職
し
、
現
在
は

和
光
市
立
第
二
中
学
校
で
再
任
用
校
長

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
、
現
任
校
で

は
す
ば
ら
し
い
教
職
員
に
囲
ま
れ
、
四

年
目
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
学
校
経
営
方
針
は
、

「
笑
顔
が
溢
れ
何
事
に
も
挑
戦
す
る
学

校
」
で
す
。
当
初
の
職
員
会
議
や
始
業

式
、
入
学
式
で
も
生
徒
、
保
護
者
、
教

職
員
に
「
笑
顔
」
と
「
挑
戦
」
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
日
々
の
授
業
に
真

剣
に
臨
み
、
学
校
行
事
や
部
活
動
が
充

実
し
、
自
分
の
可
能
性
に
挑
戦
し
よ
う

と
い
う
意
欲
が
湧
い
て
く
る
学
校
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
校
長
一
人
の
力
で

は
及
び
ま
せ
ん
。
総
力
を
挙
げ
て
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

挑
戦
す
る
と
い
う
喜
び
を
か
み
し
め
な

が
ら
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
鮮
な
日
々　

川
口
班

　
貫
井

　
友
宣

　
昨
年
度
末
に
定
年
退
職
し
、
現
在
は

市
立
教
育
研
究
所
で
教
育
相
談
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
適
応
指

導
教
室
を
担
当
し
、
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
通
室
し
て
く
る
児
童
生
徒
の
活
動

を
支
援
し
な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し
く
学

ん
で
い
ま
す
。

　
十
一
年
ぶ
り
に
授
業
を
通
し
て
子
供

た
ち
と
直
接
関
わ
り
、
教
育
相
談
員
と

い
う
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
長
年
、

子
供
た
ち
の
成
長
・
変
容
を
楽
し
み
に

教
師
と
し
て
勤
め
て
き
た
こ
と
を
思
い

出
し
な
が
ら
新
鮮
な
日
々
を
噛
み
し
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
三
月
ま
で
と
違
っ
て
、
時
間

の
流
れ
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
と
強
く

と
は
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
普

通
の
サ
ー
ビ
ス
業
の
場
合
は
、
顧
客
の

望
む
も
の
全
て
を
提
供
す
る
わ
け
で
す

が
、
私
た
ち
教
師
は
、
生
徒
が
望
ん
で

も
提
供
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
反

対
に
、
生
徒
が
望
ま
な
く
て
も
提
供
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
が
、
将
来
、

困
ら
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
の
が
、
提

供
す
る
か
否
か
の
基
準
で
す
。
顧
客
は

十
年
後
の
彼
ら
。
つ
ま
り
、
未
来
の
彼

ら
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い
て
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
退
職
し
た
今
、
未
来
に
生
き
る
生
徒

の
輝
か
し
い
成
長
ぶ
り
を
し
っ
か
り
と

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一 

期 

一 

会　
川
口
班

　
石
井

　
宏
明

　
四
月
よ
り
「
大
貫
海
浜
学
園
」
副

園
長
の
職
を
拝
命
し
、
あ 

明
る
く 

い 

い
き
い
き 

う 

海
浜
の
体
験 

え 

笑
顔

あ
ふ
れ
る 

お 

大
貫
海
浜
学
園
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
管
理
、
運
営
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
日
帰
り
と
は
い
え
、
毎
日
、
各
学
校

の
子
供
た
ち
や
校
長
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
先
生
方
を
迎
え
、
ふ
れ
あ

え
る
の
は
、
新
鮮
で
あ
り
、「
人
」
が

大
好
き
な
私
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
い

喜
び
で
も
あ
り
ま
す

○

○

○

○

○
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し
か
し
、
残
念
な
こ
と
が
一
つ
だ
け

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
…
、

　「
ま
た
明
日
ね
。」
が
な
い
の
で
す
。

　
出
会
っ
て
、
ふ
れ
あ
い
、
で
き
た
「
つ

な
が
り
」
を
温
め
、
深
め
る
機
会
が
無

い
の
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
「
一
期
一
会
」

　
わ
ず
か
三
時
間
に
思
い
を
込
め
て
、

　
み
ん
な
の
笑
顔
の
た
め
に
。

　
新
た
な
職
場
で
の
挑
戦

　
朝
霞
班
　
岩
岬
　
正
浩

　
昨
年
３
月
16
日
（
２
０
２
１
年
）
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
日
本
人
学

校
か
ら
帰
国
し
、
そ
の
後
、
新
座
市
子

供
の
放
課
後
居
場
所
づ
く
り
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
近
隣
の
幼
稚
園
の
顧
問

と
し
て
１
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
間
、
就
学
前
教
育
の
大

切
さ
と
楽
し
さ
を
体
験
的
に
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
、
今
年
の
４
月
か
ら
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
新
座
市
内
の
幼

稚
園
の
園
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
日
頃
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
の
お
導
き
か

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
か
ら

ご
指
導
頂
い
た
こ
と
を
生
か
し
、
新
た

な
職
場
で
体
が
動
く
限
り
、
精
い
っ
ぱ

い
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
退
職
し
て
思
う
こ
と

　
草
加
班
　
車
　
　
浩

　
三
十
八
年
間
の
教
職
生
活
を
終
え
、

二
か
月
が
た
ち
ま
し
た
。
思
い
返
す
と
、

同
僚
や
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
の
教

職
生
活
は
幸
せ
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
諸
先
輩
方
か
ら
い
た
だ
い

た
恩
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
退
職
し
た
ら
や
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
こ
と
の
一
つ
は
部
活
動
に
関
わ
る
こ

と
で
し
た
。
縁
あ
っ
て
自
分
の
母
校
で

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
外
部
コ
ー
チ
と

し
て
勤
め
始
め
ま
し
た
。
教
職
最
後
の

十
年
間
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
部
活
動
に
、
も
う
一
度
直
接
関
わ

る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
な
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
素
直
で
す
。

教
え
た
よ
う
に
育
ち
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
外
部
コ
ー
チ
と
は
い
え
責
任
は
重
い

で
す
が
、
顧
問
の
先
生
の
助
け
に
な
る

よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
人
生
を
変
え
る
出
会
い

　
川
口
班
　
伊
藤
　
政
久

　
北
京
五
輪
で
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
・
羽
生
結
弦
選
手
は
、
４
回
転
ア
ク

セ
ル
に
挑
戦
。
着
地
に
失
敗
し
て
も
世

界
初
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
彼
は
９
歳
の
時
に
尊
敬
し
信
頼
す
る

先
生（
コ
ー
チ
）
と
出
会
い
、「
ア
ク
セ

ル
は
王
様
の
ジ
ャ
ン
プ
だ
よ
。」と
教
わ

り
、
そ
の
時
か
ら
夢
を
追
い
求
め
、
前

人
未
踏
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
私
達
は
１
４
０
年
ぶ
り
の
成

功
を
観
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　「
教
育
は
人
な
り
」
改
め
て
こ
の
言

葉
を
思
い
出
し
た
瞬
間
で
し
た
。
子
供

達
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ

れ
だ
け
に
遣
り
甲
斐
も
あ
れ
ば
責
任
も

重
い
の
が
教
職
で
す
。
目
の
前
の
子
供

達
の
夢
、
人
生
を
豊
か
に
で
き
る
先
生

に
な
れ
る
よ
う
、
初
任
者
指
導
の
責
任

の
重
い
こ
と
に
も
痛
感
し
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　
感
謝
、
そ
し
て
応
援
を

　
蕨
・
戸
田
班
　
荒
川
　
順
一

　
振
り
返
れ
ば
、
校
長
に
な
っ
て
か
ら

は
ピ
ン
チ
の
連
続
。
教
員
の
欠
員
、
保

護
者
や
地
域
か
ら
の
苦
情
、
そ
し
て
昨

年
は
コ
ロ
ナ
対
応
…
。
そ
ん
な
壁
が
進

路
を
立
ち
は
だ
か
る
と
き
は
、
よ
く
先

輩
の
校
長
先
生
に
ご
助
言
を
い
た
だ
い

て
ど
う
に
か
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
後
の
身
の
振
り

方
に
つ
い
て
も
、
自
身
の
こ
と
な
が
ら

ど
う
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
退
職

校
長
先
生
に
貴
重
な
ご
示
唆
を
賜
り
、

決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
ず
い
ぶ
ん
と
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
退
職
校
長
会
に
、
私
も
加
入
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ

か
ら
は
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
現
役

の
校
長
先
生
や
学
校
を
応
援
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
感
謝
と
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て

　
草
加
班
　
平
野
　
晴
彦

　
コ
ロ
ナ
対
応
、
生
徒
指
導
上
の
問
題
、

学
力
向
上
の
方
策
…
…
。
振
り
返
れ
ば
、

課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
は
、
す
べ
て
現
場

に
あ
り
、
教
職
員
、
子
ど
も
た
ち
、
保

護
者
や
地
域
の
方
、
様
々
な
立
場
の
人

の
声
を
よ
く
聞
き
、
よ
く
見
て
、
よ
く

話
す
こ
と
で
校
長
と
し
て
の
よ
い
解
決

策
が
見
つ
か
り
、
よ
り
よ
い
判
断
が
出

来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
四
月
か
ら
市
内
の
学
校
で
学
力
向
上

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
数
値
の
羅
列
だ
っ
た
学
力
テ
ス

ト
な
ど
の
デ
ー
タ
も
一
人
ひ
と
り
の
顔

が
見
え
る
と
校
長
時
代
と
は
全
く
違
っ

た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
、
毎
日
が
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
時
間
的
に
も
精
神
的
に
も
少
し
余
裕

が
で
き
た
分
、
教
師
と
い
う
仕
事
、
学

校
と
い
う
職
場
を
楽
し
み
つ
つ
、
皆
様

に
ご
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
原
点
に
戻
り
た
い
で
す

　
川
口
班
　
松
﨑
　
寛
幸

　
私
は
四
月
よ
り
少
し
ず
つ
意
識
が
変

化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
共
通
理

解
と
共
通
行
動
が
一
番
で
し
た
が
、
自

分
自
身
の
時
間
を
大
切
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
も
の
づ
く
り
の

時
間
が
増
え
、
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
、
ラ

ジ
オ
、
整
理
棚
な
ど
の
製
作
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
製
作
品
が
完
成
し

て
は
、
欲
し
い
人
に
譲
り
喜
び
を
頂
い

て
い
ま
す
、
さ
ら
に
健
康
第
一
の
た
め

に
歩
く
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。
平
日

で
は
一
万
歩
以
上
と
記
録
を
伸
ば
し
て

い
ま
す
。
歩
き
な
が
ら
今
後
の
こ
と
に

つ
い
て
検
討
し
、
教
育
か
ら
離
れ
企
業

へ
手
続
き
を
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
不

合
格
で
し
た
。
私
は
改
め
て
社
会
の
厳

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
中
で
生
活
す
る
こ

と
が
一
番
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す

　
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引
き
継
ぐ

　
朝
霞
班
　
若
林
　
利
明

　
三
月
に
定
年
退
職
し
、
今
現
在
は
、

初
任
者
の
拠
点
校
指
導
教
員
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
わ
ず
か
一
校
、
四

年
間
の
校
長
職
で
し
た
が
、
そ
の
間
、

多
く
の
先
輩
の
校
長
先
生
方
だ
け
で
な

く
、
仲
間
の
先
生
方
か
ら
数
多
く
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
頂
き
な
が
ら
、
無
事
、

職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
後
半
は
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
で
し
た

が
、
常
に
最
適
解
を
求
め
続
け
、
最
善

を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
皆
様

の
お
か
げ
で
す
。
私
自
身
が
諸
先
生
方

か
ら
頂
い
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

言
い
方
を
換
え
れ
ば
、「
学
校
教
育
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
」
を
若
々
し
く
、
や
る
気
に
満

ち
た
先
生
方
に
間
違
い
な
く
引
き
継
ぐ

と
と
も
に
、
さ
ら
に
進
化
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
未
来
を
創
り

育
て
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
亡
き
父
の
退
職
と
重
ね
て

　
川
口
班
　
山
角
　
厚
志

　
退
職
前
の
二
年
間
は
、
学
校
に
い

て
も
自
宅
に
い
て
も
電
話
が
鳴
る
た
び

に
、
ド
キ
ッ
と
し
神
経
が
休
ま
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
波

は
学
校
現
場
に
も
押
し
寄
せ
、
多
く
の

先
生
方
に
も
ご
足
労
を
か
け
、
私
自
身

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
心
は
疲
弊
し
て

い
ま
し
た
。

　
現
在
は
三
校
六
名
の
初
任
者
指
導
初

心
者
で
す
。
神
経
が
と
が
る
こ
と
な
く

穏
や
か
に
過
ご
し
な
が
ら
も
、
充
足
感

に
満
ち
足
り
て
い
る
感
覚
も
…
…
。

　
亡
き
父
も
教
職
退
職
時
は
、
き
っ
と

こ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
時
は
自
分
の
こ
と
で
一
杯
で
し
た
。

今
同
じ
境
遇
に
立
ち
、
も
っ
と
気
持
ち

を
汲
ん
で
あ
げ
れ
ば
（
う
つ
症
状
）…
。

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
反
省
と
感
謝
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
、
私
を

支
え
て
く
れ
た
多
く
の
先
輩
・
仲
間
・

家
族
に
も
「
感
謝
」
を
伝
え
た
い
で
す
。

　
新
た
な
挑
戦　

草
加
班
　
森
田
　
恵
子

　
コ
ロ
ナ
対
応
に
追
わ
れ
た
二
年
間
で

し
た
が
無
事
定
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
週

四
日
初
任
者
指
導
、
残
り
の
一
日
は
届

を
提
出
し
、
私
の
永
年
の
音
楽
専
科
の

経
験
を
活
か
し
て
市
内
二
つ
の
幼
稚
園

の
音
楽
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
新
た
な

挑
戦
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
可
愛
ら

し
い
子
供
達
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
い
、

歌
や
リ
ズ
ム
、
器
楽
指
導
に
励
ん
で
い

ま
す
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
こ
ん

な
パ
ワ
ー
が
残
っ
て
い
た
と
は
…
…
、

　
二
年
以
上
も
続
い
た
コ
ロ
ナ
で
音
楽

教
育
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し

た
。
子
供
達
が
大
好
き
だ
っ
た
音
楽
。

取
り
戻
す
に
は
時
間
が
必
要
な
よ
う
で

す
。
私
は
微
力
な
が
ら
、
幼
児
期
か
ら

の
教
育
に
目
を
向
け
、
小
・
中
学
校
に

つ
な
が
る
子
供
達
の
育
ち
を
支
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
体
験
・
経
験
の
大
切
さ

　
川
口
班
　
戸
谷
　
弘
幸

　
令
和
三
年
度
末
で
三
十
七
年
間
に
渡

る
教
員
人
生
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
間
、
十
年
を
校
長
職
と
し
て
、
そ

の
任
を
果
た
せ
た
こ
と
に
今
は
安
堵
し

て
い
る
。

　
私
は
こ
の
四
月
よ
り
川
口
市
立
水
上

少
年
自
然
の
家
副
所
長
と
し
て
着
任
し

た
。
単
身
赴
任
で
の
生
活
も
大
学
時
代

の
合
宿
所
生
活
以
来
三
十
九
年
ぶ
り
で

あ
る
。
学
生
時
代
に
経
験
し
た
こ
と
が

定
年
後
に
役
立
つ
と
は
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
。
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
為
、
本
来
二
泊
を
実
施
し
て
い
る

自
然
教
室
を
日
帰
り
で
行
っ
て
い
る
。

市
内
各
中
学
校
工
夫
し
な
が
ら
ス
ロ
ー

ガ
ン
や
目
標
達
成
に
向
け
体
験
活
動
を

満
喫
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
川
口
市

の
中
学
生
の
良
き
思
い
出
と
な
る
よ
う

「
水
上
自
然
教
室
」
の
充
実
に
努
め
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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し
か
し
、
残
念
な
こ
と
が
一
つ
だ
け

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
…
、

　「
ま
た
明
日
ね
。」
が
な
い
の
で
す
。

　
出
会
っ
て
、
ふ
れ
あ
い
、
で
き
た
「
つ

な
が
り
」
を
温
め
、
深
め
る
機
会
が
無

い
の
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
「
一
期
一
会
」

　
わ
ず
か
三
時
間
に
思
い
を
込
め
て
、

　
み
ん
な
の
笑
顔
の
た
め
に
。

　
新
た
な
職
場
で
の
挑
戦

　
朝
霞
班
　
岩
岬
　
正
浩

　
昨
年
３
月
16
日
（
２
０
２
１
年
）
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
日
本
人
学

校
か
ら
帰
国
し
、
そ
の
後
、
新
座
市
子

供
の
放
課
後
居
場
所
づ
く
り
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
近
隣
の
幼
稚
園
の
顧
問

と
し
て
１
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
間
、
就
学
前
教
育
の
大

切
さ
と
楽
し
さ
を
体
験
的
に
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
、
今
年
の
４
月
か
ら
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
新
座
市
内
の
幼

稚
園
の
園
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
日
頃
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
の
お
導
き
か

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
か
ら

ご
指
導
頂
い
た
こ
と
を
生
か
し
、
新
た

な
職
場
で
体
が
動
く
限
り
、
精
い
っ
ぱ

い
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
退
職
し
て
思
う
こ
と

　
草
加
班
　
車
　
　
浩

　
三
十
八
年
間
の
教
職
生
活
を
終
え
、

二
か
月
が
た
ち
ま
し
た
。
思
い
返
す
と
、

同
僚
や
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
の
教

職
生
活
は
幸
せ
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
諸
先
輩
方
か
ら
い
た
だ
い

た
恩
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
退
職
し
た
ら
や
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
こ
と
の
一
つ
は
部
活
動
に
関
わ
る
こ

と
で
し
た
。
縁
あ
っ
て
自
分
の
母
校
で

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
外
部
コ
ー
チ
と

し
て
勤
め
始
め
ま
し
た
。
教
職
最
後
の

十
年
間
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
部
活
動
に
、
も
う
一
度
直
接
関
わ

る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
な
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
素
直
で
す
。

教
え
た
よ
う
に
育
ち
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
外
部
コ
ー
チ
と
は
い
え
責
任
は
重
い

で
す
が
、
顧
問
の
先
生
の
助
け
に
な
る

よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
人
生
を
変
え
る
出
会
い

　
川
口
班
　
伊
藤
　
政
久

　
北
京
五
輪
で
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
・
羽
生
結
弦
選
手
は
、
４
回
転
ア
ク

セ
ル
に
挑
戦
。
着
地
に
失
敗
し
て
も
世

界
初
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
彼
は
９
歳
の
時
に
尊
敬
し
信
頼
す
る

先
生（
コ
ー
チ
）
と
出
会
い
、「
ア
ク
セ

ル
は
王
様
の
ジ
ャ
ン
プ
だ
よ
。」と
教
わ

り
、
そ
の
時
か
ら
夢
を
追
い
求
め
、
前

人
未
踏
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
私
達
は
１
４
０
年
ぶ
り
の
成

功
を
観
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　「
教
育
は
人
な
り
」
改
め
て
こ
の
言

葉
を
思
い
出
し
た
瞬
間
で
し
た
。
子
供

達
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ

れ
だ
け
に
遣
り
甲
斐
も
あ
れ
ば
責
任
も

重
い
の
が
教
職
で
す
。
目
の
前
の
子
供

達
の
夢
、
人
生
を
豊
か
に
で
き
る
先
生

に
な
れ
る
よ
う
、
初
任
者
指
導
の
責
任

の
重
い
こ
と
に
も
痛
感
し
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　
感
謝
、
そ
し
て
応
援
を

　
蕨
・
戸
田
班
　
荒
川
　
順
一

　
振
り
返
れ
ば
、
校
長
に
な
っ
て
か
ら

は
ピ
ン
チ
の
連
続
。
教
員
の
欠
員
、
保

護
者
や
地
域
か
ら
の
苦
情
、
そ
し
て
昨

年
は
コ
ロ
ナ
対
応
…
。
そ
ん
な
壁
が
進

路
を
立
ち
は
だ
か
る
と
き
は
、
よ
く
先

輩
の
校
長
先
生
に
ご
助
言
を
い
た
だ
い

て
ど
う
に
か
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
後
の
身
の
振
り

方
に
つ
い
て
も
、
自
身
の
こ
と
な
が
ら

ど
う
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
退
職

校
長
先
生
に
貴
重
な
ご
示
唆
を
賜
り
、

決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
ず
い
ぶ
ん
と
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
退
職
校
長
会
に
、
私
も
加
入
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ

か
ら
は
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
現
役

の
校
長
先
生
や
学
校
を
応
援
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
感
謝
と
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て

　
草
加
班
　
平
野
　
晴
彦

　
コ
ロ
ナ
対
応
、
生
徒
指
導
上
の
問
題
、

学
力
向
上
の
方
策
…
…
。
振
り
返
れ
ば
、

課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
は
、
す
べ
て
現
場

に
あ
り
、
教
職
員
、
子
ど
も
た
ち
、
保

護
者
や
地
域
の
方
、
様
々
な
立
場
の
人

の
声
を
よ
く
聞
き
、
よ
く
見
て
、
よ
く

話
す
こ
と
で
校
長
と
し
て
の
よ
い
解
決

策
が
見
つ
か
り
、
よ
り
よ
い
判
断
が
出

来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
四
月
か
ら
市
内
の
学
校
で
学
力
向
上

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
数
値
の
羅
列
だ
っ
た
学
力
テ
ス

ト
な
ど
の
デ
ー
タ
も
一
人
ひ
と
り
の
顔

が
見
え
る
と
校
長
時
代
と
は
全
く
違
っ

た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
、
毎
日
が
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
時
間
的
に
も
精
神
的
に
も
少
し
余
裕

が
で
き
た
分
、
教
師
と
い
う
仕
事
、
学

校
と
い
う
職
場
を
楽
し
み
つ
つ
、
皆
様

に
ご
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
原
点
に
戻
り
た
い
で
す

　
川
口
班
　
松
﨑
　
寛
幸

　
私
は
四
月
よ
り
少
し
ず
つ
意
識
が
変

化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
共
通
理

解
と
共
通
行
動
が
一
番
で
し
た
が
、
自

分
自
身
の
時
間
を
大
切
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
も
の
づ
く
り
の

時
間
が
増
え
、
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
、
ラ

ジ
オ
、
整
理
棚
な
ど
の
製
作
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
製
作
品
が
完
成
し

て
は
、
欲
し
い
人
に
譲
り
喜
び
を
頂
い

て
い
ま
す
、
さ
ら
に
健
康
第
一
の
た
め

に
歩
く
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。
平
日

で
は
一
万
歩
以
上
と
記
録
を
伸
ば
し
て

い
ま
す
。
歩
き
な
が
ら
今
後
の
こ
と
に

つ
い
て
検
討
し
、
教
育
か
ら
離
れ
企
業

へ
手
続
き
を
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
不

合
格
で
し
た
。
私
は
改
め
て
社
会
の
厳

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
中
で
生
活
す
る
こ

と
が
一
番
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す

　
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引
き
継
ぐ

　
朝
霞
班
　
若
林
　
利
明

　
三
月
に
定
年
退
職
し
、
今
現
在
は
、

初
任
者
の
拠
点
校
指
導
教
員
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
わ
ず
か
一
校
、
四

年
間
の
校
長
職
で
し
た
が
、
そ
の
間
、

多
く
の
先
輩
の
校
長
先
生
方
だ
け
で
な

く
、
仲
間
の
先
生
方
か
ら
数
多
く
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
頂
き
な
が
ら
、
無
事
、

職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
後
半
は
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
で
し
た

が
、
常
に
最
適
解
を
求
め
続
け
、
最
善

を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
皆
様

の
お
か
げ
で
す
。
私
自
身
が
諸
先
生
方

か
ら
頂
い
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

言
い
方
を
換
え
れ
ば
、「
学
校
教
育
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
」
を
若
々
し
く
、
や
る
気
に
満

ち
た
先
生
方
に
間
違
い
な
く
引
き
継
ぐ

と
と
も
に
、
さ
ら
に
進
化
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
未
来
を
創
り

育
て
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
亡
き
父
の
退
職
と
重
ね
て

　
川
口
班
　
山
角
　
厚
志

　
退
職
前
の
二
年
間
は
、
学
校
に
い

て
も
自
宅
に
い
て
も
電
話
が
鳴
る
た
び

に
、
ド
キ
ッ
と
し
神
経
が
休
ま
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
波

は
学
校
現
場
に
も
押
し
寄
せ
、
多
く
の

先
生
方
に
も
ご
足
労
を
か
け
、
私
自
身

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
心
は
疲
弊
し
て

い
ま
し
た
。

　
現
在
は
三
校
六
名
の
初
任
者
指
導
初

心
者
で
す
。
神
経
が
と
が
る
こ
と
な
く

穏
や
か
に
過
ご
し
な
が
ら
も
、
充
足
感

に
満
ち
足
り
て
い
る
感
覚
も
…
…
。

　
亡
き
父
も
教
職
退
職
時
は
、
き
っ
と

こ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
時
は
自
分
の
こ
と
で
一
杯
で
し
た
。

今
同
じ
境
遇
に
立
ち
、
も
っ
と
気
持
ち

を
汲
ん
で
あ
げ
れ
ば
（
う
つ
症
状
）…
。

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
反
省
と
感
謝
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
、
私
を

支
え
て
く
れ
た
多
く
の
先
輩
・
仲
間
・

家
族
に
も
「
感
謝
」
を
伝
え
た
い
で
す
。

　
新
た
な
挑
戦　

草
加
班
　
森
田
　
恵
子

　
コ
ロ
ナ
対
応
に
追
わ
れ
た
二
年
間
で

し
た
が
無
事
定
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
週

四
日
初
任
者
指
導
、
残
り
の
一
日
は
届

を
提
出
し
、
私
の
永
年
の
音
楽
専
科
の

経
験
を
活
か
し
て
市
内
二
つ
の
幼
稚
園

の
音
楽
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
新
た
な

挑
戦
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
可
愛
ら

し
い
子
供
達
の
笑
顔
に
元
気
を
も
ら
い
、

歌
や
リ
ズ
ム
、
器
楽
指
導
に
励
ん
で
い

ま
す
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
こ
ん

な
パ
ワ
ー
が
残
っ
て
い
た
と
は
…
…
、

　
二
年
以
上
も
続
い
た
コ
ロ
ナ
で
音
楽

教
育
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し

た
。
子
供
達
が
大
好
き
だ
っ
た
音
楽
。

取
り
戻
す
に
は
時
間
が
必
要
な
よ
う
で

す
。
私
は
微
力
な
が
ら
、
幼
児
期
か
ら

の
教
育
に
目
を
向
け
、
小
・
中
学
校
に

つ
な
が
る
子
供
達
の
育
ち
を
支
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
体
験
・
経
験
の
大
切
さ

　
川
口
班
　
戸
谷
　
弘
幸

　
令
和
三
年
度
末
で
三
十
七
年
間
に
渡

る
教
員
人
生
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
間
、
十
年
を
校
長
職
と
し
て
、
そ

の
任
を
果
た
せ
た
こ
と
に
今
は
安
堵
し

て
い
る
。

　
私
は
こ
の
四
月
よ
り
川
口
市
立
水
上

少
年
自
然
の
家
副
所
長
と
し
て
着
任
し

た
。
単
身
赴
任
で
の
生
活
も
大
学
時
代

の
合
宿
所
生
活
以
来
三
十
九
年
ぶ
り
で

あ
る
。
学
生
時
代
に
経
験
し
た
こ
と
が

定
年
後
に
役
立
つ
と
は
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
。
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
為
、
本
来
二
泊
を
実
施
し
て
い
る

自
然
教
室
を
日
帰
り
で
行
っ
て
い
る
。

市
内
各
中
学
校
工
夫
し
な
が
ら
ス
ロ
ー

ガ
ン
や
目
標
達
成
に
向
け
体
験
活
動
を

満
喫
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
川
口
市

の
中
学
生
の
良
き
思
い
出
と
な
る
よ
う

「
水
上
自
然
教
室
」
の
充
実
に
努
め
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。



会
の
二
本
柱
、午
後
開
催
が
決
定
さ
れ
た
。

　
実
施
に
当
た
っ
て
は
、基
本
的
に
各
班

を
単
位
に
組
織
を
編
成
し
、
実
施
す
る

こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、南
部
支
部
幹
事

を
各
班
の
担
当
部
会
に
所
属
さ
せ
各
部

会
相
互
や
、
県
担
当
者
と
の
意
思
の
疎

通
を
円
滑
に
密
に
行
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
総
会
終
了
後
の
反
省
と
し
て
、「
概
ね

良
好
に
実
施
で
き
た
」と
の
感
想
が
多
か

っ
た
。
講
演
会
等
総
会
の
内
容
に
つ
い

て
は
県
会
報
八
月
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

◆
現
職
・
退
職
校
長
北
足
立
南
部
支
部

　
教
育
推
進
協
議
会
準
備
会
開
催

　
七
月
一
日
㈮
川
口
市
立
並
木
公
民
館

に
お
い
て
南
部
教
育
事
務
所
副
所
長
石

渡
知
樹
様
を
は
じ
め
各
会
の
代
表
者
、

南
部
支
部

幹
事
が
参

加
し
、
教

育
推
進
協

議
会
準
備

会
を
開
催
、

左
記
の
事

項
が
決
定

さ
れ
た
。

参
加
者
　
現
職
小
中
学
校
長
・
四
十
名

　
　
　
　
退
職
校
長
・
三
十
名

テ
ー
マ
「
現
下
教
育
の
諸
課
題
」

提
　
案
　
三
名（
各
校
長
会
よ
り
一
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
和
田
悦
男
）

◆
北
足
立
南
部
支
部
定
期
総
会

　
　
コ
ロ
ナ
対
策
広
い
会
場
で
開
催

　
去
る
五
月
十
二
日
㈭
令
和
四
年
度
定

期
総
会
が
川
口
市
立
並
木
公
民
館
の
例

年
よ
り
広
い
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
南
部
教
育

事
務
所
長
島
宗
央
様
、

川
口
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
部
長
中
川
猛
様
、

南
部
小
学
校
長
会
長
岩

田
直
代
様
、
中
学
校
長

会
長
山
根
明
様
は
じ
め

多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様

の
御
臨
席
の
も
と
、
一

堂
に
会
し
て
の
久
々
の

総
会
と
な
っ
た
。

　
本
年
は
、
役
員
改
選
の
年
で
は
な
く

主
な
役
員
は
留
任
。
諸
行
事
等
は
親
睦

旅
行
を
除
い
て
例
年
通
り
の
予
定
。
詳

細
は
総
会
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。

◆
埼
玉
県
退
職
校
長
会
総
会

　
川
口
文
化
セ
ン
タ
ー
リ
リ
ア
で
開
催

　
六
月
三
日
㈮
埼
玉
県
退
職
校
長
会
総

会
は
平
成
二
十
四
年
度
以
来
、
十
年
ぶ

り
に
南
部
支
部
の
担
当
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

　
開
催
に
当
た
っ

て
は
、
前
回
同
様
、

川
口
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
う
こ
と
が
支

部
役
員
の
総
意
を

元
に
決
定
さ
れ
た
。

　
開
催
要
項
と
し

て
、
総
会
と
講
演
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埼
玉
県
退
職

校
長
会
北
足
立

南
部
支
部
の
総

会
を
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
る

こ
と
か
ら
、
感
染
症
対
策
を
取
り
な
が

ら
、
五
月
十
二
日
に
三
年
ぶ
り
に
多
く

の
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
対
面
形

式
で
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員

同
士
の
交
流
が
図
ら
れ
る
中
、
総
会
を

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
度
の
会
員
数
は
、
川
口
班

二
二
七
名
、
蕨
・
戸
田
班
七
七
名
、
草

加
班
九
八
名
、
朝
霞
班
一
一
一
名
、
合

計
五
一
三
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
度
は
多
く
の
事
業
が
中
止

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
中
、
令
和
四
年

度
埼
玉
県
退
職
校
長
会
定
期
総
会
が
北

足
立
南
部
支
部
の
担
当
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
埼
玉
県
退
職
校
長
会
定
期

総
会
も
二
年
続
け
て
の
書
面
表
決
と
な

っ
て
お
り
、
総
会
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
か

ら
始
め
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
は
、
懇

親
会
・
美
術
展
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

除
き
、
午
後
の
総
会
と
い
う
こ
と
で
、

十
年
前
の
総
会
と
異
な
り
簡
素
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
副
支
部
長
で
あ
る
各
班
の
会
長
を

中
心
に
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま

し
た
。

　
令
和
四
年
に
入
り
埼
玉
県
退
職
校
長

会
の
幹
事
の
皆
様
に
は
、
各
役
割
ご
と

の
き
め
細
か
な
ご
指
示
を
い
た
だ
く
中
、

実
行
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

六
月
三
日
の
定
期
総
会
を
予
定
通
り

「
リ
リ
ア
音
楽
ホ
ー
ル
」
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
束
力
は

さ
す
が
校
長
経
験
者
の
集
団
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
旧
交
を
温
め
る
姿
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
様
子
を
見
る
と
き
、「
懇
親
会

が
…
」
と
い
う
思
い
が
頭
を
よ
ぎ
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
場
の
確

保
や
費
用
の
面
や
準
備
を
考
え
た
と
き

「
や
っ
ぱ
り
懇
親
会
は
…
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
十
月
に
は
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
が
深
谷
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
が
、
一
日
も
早
く
マ
ス
ク
が
取
れ
て
、

大
会
を
含
め
令
和
四
年
度
の
事
業
が
従

前
の
よ
う
に
実
施
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

手
県
大
会
で
優
勝
す
る
活
躍
を
し
た
。

　
高
校
入
学
後
も
成
長
期
が
続
い
た
。

大
船
渡
高
校
三
年
夏
の
県
大
会
決
勝
の

時
に
は
、
登
板
機
会
の
な
い
ま
ま
敗
退

し
、
甲
子
園
出
場
を
逃
し
た
。
準
決
勝

か
ら
の
連
投
に
よ
る
故
障
リ
ス
ク
を
考

慮
し
た
監
督
の
判
断
に
、
佐
々
木
投
手

は
泣
き
は
ら
し
た
目
で
「
す
ご
く
あ
り

が
た
い
こ
と
。
そ
の
分
、
将
来
活
躍
し

な
き
ゃ
と
思
う
」
と
誓
っ
た
。
震
災
以

降
を
「
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
支
え
が

あ
っ
て
野
球
に
打
ち
込
め
て
い
る
。
感

謝
し
か
な
い
」
と
語
っ
た
。
監
督
は
高

校
入
学
後
か
ら
佐
々
木
投
手
の
探
求
心

と
芯
の
強
さ
に
感
心
し
て
お
り
、
成
長

は
本
人
の
努
力
と
み
る
と
の
こ
と
。

　
大
震
災
で
「
今
あ
る
も
の
は
当
た
り

前
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
残
酷
な
現
実
を

小
学
生
に
し
て
思
い
知
っ
た
佐
々
木
投

手
が
、
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
背
景
に
は

本
人
の
弛
み
無
い
努
力
は
勿
論
の
こ
と
、

家
族
や
多
く
の
理
解
者
・
協
力
者
に
恵

ま
れ
、
支
え
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

指
導
者
た
ち
が
先
を
見
据
え
た
育
成
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　
子
ど
も
の
長
所
を
見
抜
き
、
大
切
に

育
み
、
成
長
を
後
押
し
し
て
、
焦
ら
ず

じ
っ
く
り
と
育
て
る
こ
と
、
未
来
を
見

据
え
計
画
的
に
育
成
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。

班

だ

よ

り

　
プ
ロ
野
球
の

佐
々
木
朗
希
投

手
が
本
年
四
月

十
日
に
完
全
試

合
を
二
十
歳
五

か
月
の
史
上
最
年
少
で
達
成
し
た
。

　
小
学
三
年
生
の
時
、
東
日
本
大
震
災

で
父
と
祖
父
母
を
失
い
、
自
宅
も
流
さ

れ
る
な
ど
の
様
々
な
苦
難
を
乗
り
越
え
、

才
能
を
開
花
さ
せ
た
。
野
球
は
小
学
三

年
生
か
ら
始
め
、
父
の
意
思
を
継
い
だ

三
歳
上
の
兄
か
ら
指
導
を
受
け
た
こ
と

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
中
学
時
代
に
は
身
長
が
二
十
セ
ン
チ

以
上
も
伸
び
て
故
障
に
苦
し
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
所
属
野
球
チ
ー
ム
が
岩

　
三
年
ぶ
り
の
対
面
で
の
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
退
職
校
長
会
北
足
立
南
部
支
部
　
支
部
長
　
神
山
　
則
幸

支

部

だ

よ

り
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会
報

（
題
字
　
支
部
長
　
神
山
則
幸
）
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川
口
班

　
去
る
五
月
七
日
㈯
フ
レ
ン
デ
ィ
ア
で

三
年
ぶ
り
に
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
懇
親
会
は
せ
ず
、
五
十
名
以
上

の
参
加
を
得
て
有
意
義
な
総
会
が
開
か

れ
、
今
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
活
動
の
概
要
を
記
し
ま
す
。

《
行
事
》

①
親
睦
旅
行
…
九
月
頃
実
施
予
定
。

②
文
学
散
歩
…
十
月
二
十
八
日
、
寛
永

　
寺
〜
根
津
神
社
〜
漱
石
旧
居
跡
〜
森

　
鴎
外
記
念
館
〜
本
行
寺
界
隈
を
散
策
。

③
美
術
展
…
今
年
度
は
中
止
。

《
ク
ラ
ブ
》

①
俳
句
の
集
い
…
年
四
回
の
句
会
「
四

　
季
を
詠
む
」
を
開
催
。
句
集
発
刊
。

②
健
康
教
室
…
ヘ
ル
シ
ー
料
理
↓
中
止

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
↓
別
所
沼
公
園
周
辺
。

③
盆
栽
教
室
…
盆
栽
展
の
鑑
賞
教
室
と

　
十
月
三
十
日
盆
栽
の
植
え
替
え
。

④
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
…
四
月
十
四
日
コ
ン

　
ペ
実
施
。
六
・
十
・
十
二
月
は
未
定
。

⑤
写
真
ク
ラ
ブ
…
撮
影
会
は
年
二
回
。

　
撮
影
会
後
は
研
究
会
を
開
催
。

⑥
絵
画
ク
ラ
ブ
…
年
六
回
の
写
生
会
と

　
そ
の
後
楽
し
い
鑑
賞
会
を
開
催
。

⑦
英
会
話
ク
ラ
ブ
…
年
一
〜
二
回
実
施
。

　
自
然
と
触
れ
あ
う
英
会
話
と
世
界
の

　
あ
と
が
き

　
北
足
立
南
部
支
部
会
報「
か
け
は
し
」

第
六
十
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ご
多
用
の
中
、
玉
稿
を
賜
り
ま
し
た

各
位
に
衷
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
編
集
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
會

田
昭
副
部
長
、
柿
﨑
勲
氏
、
林
俊
幸
氏

の
四
名
と
編
集
担
当
幹
事
の
松
田
裕
之

氏
が
中
心
と
な
っ
て
当
た
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
県
退
職
校
長
会
で

は
Ｈ
Ｐ
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
し
て
、

松
田
幹
事
に
は
各
班
の
Ｈ
Ｐ
担
当
者
と

連
携
し
て
、
更
新
や
充
実
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。（
羽
富
　
正
晃
）

　
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
の
英
会
話

《
広
報
》

◎
会
報
『
柏
樹
』
…
七
月
と
二
月
の
年

　
二
回
発
行
。
様
々
な
話
題
が
満
載
。

《
学
校
支
援
体
制
の
充
実
》

◇
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
い

　
つ
つ
、
出
来
る
限
り
の
支
援
を
し
て

　
ま
い
り
ま
す
。

《
追
伸
》

◇
コ
ロ
ナ
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が

　
状
況
を
見
定
め
な
が
ら
積
極
的
に
活

　
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
加
藤
行
雄
）

　
子
ど
も
の
成
長
を
大
切
に
育
む
指
導
・
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
霞
班
　
中
村
　
親
彦

（
7
／

10
現
在
）

斉
藤
　
和
雄
様 

（
川
口
）　
　 

八
十
九
歳

  3/
   18
  12/
   22
  11/
   29

深
野
　
　
章
様 

（
川
口
）　
　 

九
十
三
歳

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

富
山
　
照
久
様 

（
朝
霞
）　
　 

九
十
四
歳


